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　▶開催日時　12月２日㈰午前７時30分から受
け付け開始（親子ファンランは７時15分から）
※雨天決行　▶開催場所　総合運動公園多目的
広場　▶申込み　大会パンフレットに添付の郵
便振替用紙に必要事項を記入し、９月７日㈮ま
でに参加費の振込を。詳しくは、文化・スポー

ツ課、市役所総合受付、支所、公民館、市民体
育館などで配付の大会パンフレットで。大会ホ
ームページからも申し込みできます。　▶問い
合わせ　大会事務局（市民体育館） 485‐7200�
※やむを得ず、コースの一部を変更することがあ
ります。� （文化・スポーツ課）

ニューリバーロードレース in八千代

種目
10マイル（16㎞） 10㎞ ５㎞ ５㎞

中学生
2.5㎞
小学生

①
2.5㎞親子
ファンラン 

（３歳以上～
小学３年生

以下）

②
1.6㎞身体
障がい者一般男子 一般女子 一般男子 一般女子 一般男子 一般女子

部
門

一般の部
39歳以下 
40歳代 
50歳代

60歳以上

39歳以下 
40歳代 

50歳以上

39歳以下 
40歳代 
50歳代 

60歳以上

39歳以下 
40歳代 

50歳以上
39歳以下 
40歳以上

39歳以下 
40歳以上

男子 
女子

男子 
女子

車いす以外 
車いす

市民の部 　 　 39歳以下 
40歳以上

39歳以下 
40歳以上

39歳以下 
40歳以上

39歳以下 
40歳以上 　 　 　 　

参加費 3,500円　※高校生は2,000円 1,500円 １組3,000円 1,000円

①親子ファンランは親１人と子ども１人　②競技用の車いすは使用できません

官で、今回の団長プロムラカノーさんが、代理
人として都知事のサインが入った友好都市提携
協定書を持参しました。

記念の年に
こども親善大使と一緒に都議団が
　交流30年と友好都市提携10年を記念して今年
は、バンコク都議会議員訪問団がバンコクこど
も親善大使一行と合わせて来日。５月24日には、
プロムラカノー団長とするこども親善大使一行
20人と、プラディットグン団長としたバンコク都
議会議員訪問団16人が市長を表敬訪問しました。
　バンコク都副知事のプロムラカノーさんは「10
年前の友好都市提携調印式に都知事の代理とし
て参加し、また30年に訪問できたこと、温かい
御歓迎を受けたことに心より感謝します」とあ
いさつ。この事業がバンコク都の国際的な教育
にとても重要であることに触れ「あの調印式か
ら、両市の行政人が変わってもこの交流は続い
ています。これから末永く続けていけると私は
思います」と事業の継続に期待を寄せました。
　バンコクこども親善大使は、日本語での立派
な自己紹介を披露。市長への質問の場面では「日
本人は、なぜワイシャツとネクタイが好きなの
ですか？」など、外国の子ならではのユニーク

な質問が飛び出し会場を和ませました。
　この文化交流事業のスタート当時から携わり、
通訳やコーディネーターとして、ご尽力いただ
いたスクム・シーソーパナングーンさんに、初
となる八千代市特別名誉市民の称号が贈られま
した。スクムさんは、子どもたちに両国の文化
や習慣などを分かりやすく教えるなど、指導者
としても関係者から厚い信頼を得ており、八千
代市・バンコク都友好都市提携協定にも深く寄
与しています。

睦小学校では地域を挙げて歓迎
　今年の学校交流会は、睦小学校で行われました。
全校児童238人の小さな学校ですが、歓迎する 
思いはどこにも負けません。
　睦中学校や八千代西高校、睦學友会のみなさ
んなど、地域を挙げて精一杯のおもてなしをし
ました。学校の外に出た消防の体験やニンジン
の収穫、里山散策、酪農体験など地域の良さを
生かした企画を実施。睦の魅力を発信しました。
　５月26日には、ふれあいプラザでダイラック
アン主催のウェルカムパーティーが行われ、食
事会やゲームなどを通して親交を深めました。
初めは緊張した様子のバンコク都の子どもたち
も、身振り・手振りを交えて思いを伝え合うう
ちに打ち解け、パーティーが終わるころには、
会場にたくさんの笑顔の花が咲きました。
　帰国の前日にはバンコク・八千代市交流30年
記念パーティーが行われ、タイ王国大使館チュー
チャーイ・チャイワイウィット公使、ホストファ
ミリーや交流事業に関係する100人ほどが参加 
しました。
　米本囃

はや
子
し
連
れん
によるお囃子には、バンコクこども

親善大使も飛び入りして大はしゃぎ。“ひょっ 

とこ”や“おかめ”と一緒に踊りました。ホス
トファミリー紹介では、子どもからお世話になっ
た家族に花束と感謝の言葉が贈られ、別れを惜
しみ思わず涙ぐむ場面も。
　来年の１月には本市から12人のこども親善大
使がバンコク都へ向かいます。これまで先輩や
地域の人たちがつないできた強い想いを胸に、
たくさんのことを体験し、触れて、感じ取って
くることでしょう。

　八千代から交流の話がきたとき、子ど
もたちのためになるならと協力しまし
た。子どもたちは種のようなもの。私は
その種の成長を見守ってきました。交流
30年。良い資産になったと思います。こ
れから花が満開になり、素晴らしい実を
付けると思います。

バンコク・八千代 交流30年
遠く離れていても 続く友情

▲消防体験では放水も行いました
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子どもたちのためになるのなら
スクム・シーソーパナングーン氏

この特集のお問い合わせは
教育委員会指導課
総合企画課
483-1151へ


